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動物アレルゲンから研究者を守る技術c o l u m n
新薬の研究開発の過程では、マウスなどを

使った動物実験が行われる。こうした動物と
接触する機会の多い飼育者や研究者の約20％
が動物アレルゲンに感作し、仕事の継続に支
障をきたす人もいることが報告されてきた。
当社はこうした研究施設の就労環境の改善

を目的に、動物アレルゲンに関する技術開発
を進めている。医薬品メーカーや大学研究室
の協力を得て、実際に研究が行われている研
究室や飼育室で動物アレルゲン濃度の測定を

実施してデータを収集。測定数値を分析・体系化
することで、動物アレルゲンの暴露原因とその
測定手法を確立した。(※)
この技術は、医薬品研究施設を建設・リニュー
アルする上での設備設計やレイアウト設計に大
きな貢献をするとともに、既存施設のモニタリン
グによる従業員の安全対策をサポートするサービ
スも提供することができる。

　　※第53回日本実験動物学会総会にて発表
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